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自分が現在調べていることを裏づけるために、論文記事や新聞等を利用しますが、それ以外にも
 「事実」を数字で示すのに有効なのが統計資料です。各省庁や公的機関が行う調査や統計のデータを
加えることにより、事業計画書や論文の内容により説得力や信憑性が高まる場合があります。

また、近年ビジネスの現場でも、長年の経験や勘によるマーケティングから、データ分析に基づいた
合理的なマーケティングにシフトしている傾向にあります（ビッグデータの利用などがこれにあたります）。

今回は、統計資料の使い方や探し方について、データベース「e-Stat」を例にとってお伝えします。

＜使い方例＞
政府統計の総合窓口（e-Stat）のサイトの使い方を紹介します。総務省統計局のサイトは図書館トップ
ページデータベースのリンクボタンをクリックして入ることもできますし、トップページ右「統計・白書」
のページから入ることもできます。

各統計の特徴が分からないうちは、キーワードで統計データを探す機能が便利です。

                         ー　統計資料の使い方、探し方　ー
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事業創造大学院大学　図書館

e‐Statとは・・・

e‐Statは、各府省が公表す

る統計データを一つにまと

め、統計データの検索をは

じめとした、さまざまな機能

を備えたポータルサイトで

す。



例えば、女性の年齢別の就労率を知りたい場合に、キーワード欄に「女性　年齢　労働」と
入れてみます。すると、3,111件出てきました。
多すぎる場合には、年度を入れるなど絞り込んで必要な情報を検索します。

今回は、「１１．労働力調査」を見ていきます。

11．労働力基本調査＞基本集計 全国都道府県＞年報　を開きます。
統計表ファイル「Excel」をクリックします。



15歳以上の女性の雇用形態、配偶関係等が分かる資料がExcel形式で出てきます。（ダウンロード可）
表タイトル：　就業状態,農林業・非農林業,従業上の地位,配偶関係,年齢階級別女性の15歳以上人口
※　図が大きいため、一部を掲載しています。
※　統計データは表だけでなく、グラフに表示を変換することも可能です。

今回は、e-Statを例に取って説明しましたが、本学では図書館ホームページのトップページに「統計・白書
　のリンク集があり、各府省や新潟県、新潟市の統計ページに入ることが可能です。

＜本学図書館にある統計に関する図書＞　
本学で所蔵する統計に関する図書の一例です。統計学に興味を持ったら、下記にあげた本も
お勧めです。（全て貸出可能）

（配架場所）

・ 統計学が最強の学問である　 著：西内　啓　（ダイヤモンド社） 新着図書コーナー
（350.1/NI）

・ データ分析のはじめかた　 著：石田　基広　（共立出版） 新着図書コーナー
（675/IS/1）

・ データサイエンス超入門　 著：工藤　卓哉 他（日経BP社）　 新着図書コーナー
（336.17/DE）

・ データサイエンティスト最前線 編：日経情報ストラテジー 新着図書コーナー
（675/DE）

・ 道具としてのビッグデータ 著：高橋範光　（日本実業出版社） 新潟地域活性化コーナー

（007.3/TA）


